
船舶事故調査報告書 

令和元年１２月１８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 平成３１年３月１５日 ０３時０８分ごろ 

発生場所 長崎県壱岐
い き

市壱岐島北方沖 

若宮灯台から真方位００６°８.４海里付近 

 （概位 北緯３４°０.５′ 東経１２９°４２.３′） 

事故の概要 貨物船SUN
ス ン

 JIN
ジ ン

は、東進中、漂泊中の漁船鳳
ほう

盛
せい

丸に衝突した。 

事故調査の経過 平成３１年４月１日、主管調査官（門司事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 貨物船 SUN JIN（大韓民国籍）、４,３８０トン 

９１８２３９４（ＩＭＯ番号）、SUN ACE SHIPPING CO.,LTD 

Ｂ 漁船 鳳盛丸、１９トン 

ＮＳ２－１５５６０（漁船登録番号）、個人所有 

第２９０－４５１０８号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ（大韓民国籍）、免状不詳 

航海士Ａ（大韓民国籍）、免状不詳 

Ｂ 船長Ｂ、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 Ａ なし 

Ｂ 軽傷 ２人（船長Ｂ、乗組員） 

 損傷 Ａ 右舷船首部外板に擦過傷 

Ｂ 右舷船首部外板に破口 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 南南西、風力 １、視界 良好 

海象：海上 波高 約１ｍ 

 事故の経過 Ａ船は、船長Ａ及び航海士Ａほか１４人が乗り組み、航海士Ａが当

直に当たり、壱岐島北方沖を東進していた。 

航海士Ａは、ログブックの整理をしていたところ、明るい光を放つ

漁船と近距離ですれ違ったことに気付き、衝突しなかったか双眼鏡で

確認したが、同船に異常がないように見えたので航行を続けていたと

ころ、海上保安庁からの連絡を受けてＢ船に衝突したことを知った。 

航海士Ａは、漁船と近距離ですれ違った際、汽笛の音を聞かなかっ

た。 

Ｂ船は、船長Ｂほか１人が乗り組み、壱岐島北方沖で船首からパラ

シュートアンカーを海中に投入し、西北西に向首した状態で漂泊して

操業を開始した。 

Ｂ船は、船長ＢがＢ船に接近して来るＡ船に気付き、汽笛を吹鳴し

たが、Ａ船の針路が変わらないので前進して左舵を取ったものの、Ａ

船がＢ船に衝突した。 



 

分析 Ａ船は、東進中、当直中の航海士Ａが、ログブックの整理を行いな

がら航行したことから、前路で漂泊中のＢ船に気付くのが遅れ、Ｂ船

に衝突したものと考えられる。 

Ｂ船は、漂泊中、船長Ｂが、接近するＡ船に気付き汽笛を吹鳴し、

前進して左舵を取ったものの、Ａ船がＢ船に衝突したものと考えられ

る。 

原因 本事故は、夜間、Ａ船が、東進中、当直中の航海士Ａが、ログブッ

クの整理を行いながら航行したため、前路で漂泊中のＢ船に気付くの

が遅れ、Ｂ船に衝突したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・航行中は、周囲の他船を見落とさないよう他の作業を極力控え、

常時、周囲の適切な見張りを行うこと。 


